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　本研究は，日・米・豪ホワイトカラー従業員の動
機づけに関する研究であり，アンケートにより収集
したデーターを統計処理し，仮説を検証する実証研
究である。94年5月末に質問紙の第1稿が完成し，
6～7月末にかけて，バックトラズレーションの方
法（Brislin，1986）に従い，日本語⇔英語の両バー
ジョンを作成した。バックトランズレーションは，
異文化間でのアンケート調査における言語的・文化
的バイアスを除去するために有効である。
　アンケートの発送は，国内・国外とも94年9月上
旬から開始した。回収状況は，日本人サンプル211人
（回収率72．6％），米国人サンプル174人（回収率
52．1％），オーストラリア人サンプル105人（回収率
30．6％）である。Cross－Tab集計により得た被験者
の情報を以下にまとめる。
性別 日　　本　　人 男（167），女（42），無回答（2）
米　　国　　人 男（108），女（65），無回答（1）
オーストラリア人 男（49），女（54），無回答（2）
年齢 日　　本　　人 ～20（1），　21～25（11），　26～30（64）
31～35（58），　36～40（36），　41～45（19）
46～50（9），51～（13）
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～20（5），21～25（13），　26～30（11）
31～35（26），　36～40（18），　41～45（11）
46～50（5），51～（15），無回答（1）
部長以上（11），中間管理職（56）
一般従業員（142），無回答（2）
部長以上（11），中間管理職（67）
一般従業員（65），無回答（3）
部長以上（13），中間管理職（47）
一般従業員（43），無回答（2）
大学院卒（13），大学・旧高・高専・短大・専門学校卒（180）
高校・旧中卒（17），中学・旧小学校卒（1）
大学院卒（103），大学・旧高・高専・短大・専門学校卒（68）
高校・旧中卒（1），中学・旧小学校卒（0），無回答（2）
大学院卒（25），大学・旧高・高専・短大・専門学校卒（43）
高校・旧中卒（23），中学・旧小学校卒（13），無回答（1）
　さらにデーターを因子分析した結果，有効な変数
は，因子負荷量0．4以上の48項目に絞られた。それら
の変数群に名前をつけグループ分けをした。以下の
通りである。
信頼係数（Cronbachα）
欲　　求 因　子　名 質問項目（変数）個数
モデル1 モデル2
物質的欲求 6個
安全維持欲求 精神的安定欲求 3個 α＝0．6711 αニ0．5171
雇用安定欲求 4個
協力欲求 5個
人間関係欲求 社交欲求 5個 α＝0．8939α＝0．8202
評価欲求 8個
自主性欲求 10個
自己発展欲求 自尊欲求 2個 α＝0．8952α＝0．8489
自己訓練欲求 5個
　95年4月から以上の変数群を使い，本研究者が提
唱した独自の理論・モデルそして，それらに判い構
築された仮説の検証を始めた。結果の分析がすべて
終り，論文が完成するのは，1996年春の予定である。
